「細胞生物学」試験問題　平成12年７月13日実施
　　　　　　　　　　　クラス　　学籍番号　　　　　　　　氏名
Ⅰ．次の各問いに対する最も適切な答えに丸をつけよ。

1） 膵臓の細胞が、放射性同位元素で標識したアミノ酸を取り込んでタンパクを合成したとしよう。こうして標識するとこのタンパク質の細胞内の移動をトレースできる。膵臓の外分泌腺の場合、この標識されたタンパク質はどのような経路をたどるか。

A．核　→　ゴルジ装置　→　小胞体（ER）

B．ゴルジ装置　→　ER　→　リソソーム

C．核　→　ER　→　ゴルジ装置

D．ER　→　ゴルジ装置　→　細胞膜と融合する顆粒

E．ER　→　リソソーム　→　細胞膜と融合する顆粒

２）次の細胞小器官のうち、原核生物にあるものは？

A． ミトコンドリア

B． リボソーム

C． 核膜

D． 葉緑体

E． ER

３）真核生物の細胞膜がさまざまな性質をもつのは

　　Ａ．リン脂質が限られた膜にしかないから

　　Ｂ．それぞれの膜に特異的なタンパク質があるから

　　Ｃ．特定の膜だけが選択透過性を示すから

　　Ｄ．限られた膜だけが親水性・疎水性両方の性質を持つから

　　E．サイトゾールに面して疎水性表面をもつものや親水性表面をもつものがあるから

４）細胞膜の流動性を高める要因は次のうちどれか？

A． 不飽和リン脂質の割合

B． 低温

C． 膜内のタンパク質の割合

D． 分子量の小さな脂質に対する大きな分子量の糖タンパク質の割合

E． 高い膜電位

５）内呼吸と発酵で共通の代謝経路は？

A． クレブス回路

B． 電子伝達系

C． 解糖

D． ピルビン酸からアセチルCoAの合成

E． ピルビン酸から乳酸への還元

６）活発に体細胞分裂をしている細胞で、細胞あたりのDNA量がもっとも少ない時期は

A． G1
B． G2
C． 前期

D． 中期

E． 後期

７）M期促進因子（MPF）がM期の終わりで減少するのは

A． リン酸化酵素であるCdkが壊れるから

B． サイクリンの合成が減少するから

C． サイクリンが酵素によって壊されるから

D． DNAの合成がおこるから

E． 細胞の容量とゲノムの比が大きくなるから

８）新しいDNA鎖を合成するためのプライマーは

A． RNA

B． DNA

C． 岡崎フラグメント

D． タンパク質

E． チミンダイマー

９）DNAの複製のとき、リーディング鎖とラギング鎖で合成の様式が異なるのは

A． 複製は５’でしかおきないから

B． ヘリカーゼと一本鎖に結合するタンパク質は５’側でしか働かないから

C． DNAポリメラーゼは新しいヌクレオチドを３’側にしか伸ばせないから

D． DNAリガーゼは３’→５’の方向にしか働かないから

E． ポリメラーゼは一度に一本の鎖にしか働かないから

10）翻訳（もちろん生物用語です）の過程に直接関係ないものは次のうちどれ？

A.　mRNA

B.　DNA

C.　tRNA

D.　リボソーム

E.　GTP

Ⅱ．生物学的な意義（重要性）がわかるように、次の各文（単語）を説明しなさい

１）ＤＮＡ相補鎖の塩基の間の水素結合

２）細胞膜の膜貫通型タンパク質

３）ｔＲＮＡ

４）タイトジャンクション（tight junction）

Ⅲ．酵母は好気的な条件下でも嫌気的な条件下でも成長できる。好気的条件下および嫌気的条件下でＡＴＰを産生するとき、どの様な代謝経路がどの様に使われるか、ＮＡＤ＋のリサイクルの観点から概観して述べよ。

（余白省略）

Ⅳ．体細胞分裂（有糸分裂）における細胞骨格の役割を図を適宜用いて述べよ。ただし次の語句を使うこと。Ｍ期、間期、中期、紡錘糸、動原体、細胞質分裂

（余白省略）

Ⅴ．リン脂質の一種であるホスファチジルコリンは、細胞膜の主要な成分である。いまこの分子はグリセロールのC３にリン酸を介してコリン（電荷をもっている）が結合し、C1とC2に炭素数１８の脂肪酸がそれぞれエステル結合をしているとする。C２にエステル結合した脂肪酸のC９とC10の間には不飽和結合があり、C1に結合した脂肪酸には不飽和結合はないとする。

１）この分子の分子式を書き、２）次に細胞膜の一部がこの分子だけでできていると仮定して、この分子の簡略化した表現（頭部と尾部）で細胞膜の模式図を描け。ただしこの細胞膜にはαへリックス構造をの膜貫通部を７本持った膜タンパク質が１個、埋まっているとする。

（余白省略）

時間があったら、授業、試験に対する意見、感想、その他なんでも次の余白に書いてください。
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